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第  ２８  号 

 

平成２５年10月15日 

  
発 行 
 

北 海 道 山 水 会 

北海道公立学校 

事務職員協会ＯＢ会 

                                  

会   長   挨   拶 

                                 会 長  後 藤  隆 男 
 

  めっきり寒くなり朝夕一段と寒さを感じる季節となりました
が、会員の皆様にはご健勝でお暮しのことと拝察し心からお喜び
申し上げます。 

昨年の総会において、会長を仰せつかり早一年経過しましたが、
会員の皆様のご支援ご協力と役員のより一層の努力により、何とか職責を果たせたこ
とに感謝申し上げる次第です。 

今年の総会も去る９月７日開催されましたが、先輩諸氏・同僚・後輩と数多くの出会
いがあり、「年相応の元気さを持って」の皆様との懇親会で、病院と薬の話が挨拶がわ
り、今昔を懐かしく語り合い旧交を深めたことでしょう。傘寿の篠田様、辺見様の両
先輩にご出席いただきご壮健のひ・み・つについての話は一見普通のお話のようです

が、奥深く自然の振る舞いのごとく語られうんちくのある心に残るお話でした。ご両
人のまた先輩で中村様と船本様もご出席いただき、乾杯の音頭を取られた中村様の挨
拶で「体の続く限り出席・・・」と力強い乾杯の発声は、傘寿のお二人とともに私達
後輩に「このように元気でいつまでも旧交をふかめましょう」とのメッセージと受け
止め病院と薬と仲良くして楽しい人生を暮らせるよう頑張りたいものです。 

高齢化者の医療費、年金、介護保険等々私たちを取り巻く問題は数多くありますが、
何となく住みにくくなってきたように思えるのは私だけでしょうか？・・・高齢者増
に伴う問題であり、今急に尐子高齢化が始まったのではなく、毎年の統計や国税調査

等ずーと前から予見できたことであり国はどんな対策を施してきたのでしょうか、た
またまこの時代に高齢の仲間入りし年金・医療費・介護費等国会予算逼迫の源のごと
き扱われ、だんだん悪化している。さらに７０歳以上の運転免許更新時には痴呆検査

までするとかまったく邪魔者扱いのようで、ひがむのは私だけでしょうか？ 

私達は戦後の復興期に小さな歯車のひとつとして働き、現在の経済大国日本の礎に
ほんの尐しは役立ったではないでしょうか。 

つい先日新聞によりますと６５歳以上の総人口に占める割合は２５％だそうで４人
に１人は仲間だと思うと非常に心強く思えました。「年相応元気さを持って」色々な集
いに参加し楽しむことは健康寿命を増幅させるお薬です。最後になりましたが、この
会報がお手元に届く頃は寒さも一段と厳しくなりストーブのお世話になっていること
でしょう、どうぞお風邪など召さぬよう健康に留意され益々のご健勝をご祈念申し上
げます。 

 
 
 
 
 
 



 - 2 - 

総  会  報  告 
 

総会は、出席者名４３名の方々が定刻に集まり、９月７日(土)ＫＫＲホテル札幌で開催しました。 

開会の言葉に続き、昨年度総会以降に逝去された草薙弘一様他５名の方々をはじめ先に他界された

先輩各位に黙祷で哀悼の意を捧げました。 

つづいて、総会次第により会長の挨拶、新入会員の紹介を行い、出席された新会員の山口健司様

に入会に当たってのご挨拶をいただきました。他の新入会員８名の方々は残念ながらご出席いただ

くことが出来ませんでした。 

次に、本年めでたく、卒寿(２名)と傘寿(５名)を迎えられた 

７名の方々を披露し、出席されました傘寿の栗城弘司様、辺

見綾子様に後藤会長から記念品が贈られ、栗城様、辺見様か

らは薀蓄のある謝辞とご壮健なお姿に、会場からは盛大な拍

手が送られました。受賞された皆様には、健康に留意され今

後とも本会の発展のためご指導下さるようお願い申し上げま

す。 

 その後、議事に入り、議長に杉本恒茂様を選出し、事業報告、

会計報告、監査報告の議事が審議され、満場一致で原案どおり

承認をいただきました。 

 事務局からは、山水会は親睦を前提に発足スタートをした経緯があり、退職者の親睦が大前提

であるので今までどおり決算書だけと言うことで、了承されました。議長さんの手際の良い進行に

より、全て議事を円滑かつ迅速に処理し無事予定時間内に終了出来ました。杉本恒茂様本当に有 

難うございました。 

総会を終了後は、来賓である教育関係二団体の北海道公立 

学校事務職員協会の佐々木会長、北海道公立学校事務長会 

の伊藤会長から、各々の会の活動状況とそれぞれの課題など 

を資料を用意して丁寧なご説明をいただきました。昨今の道 

立学校を取り巻く環境の変化は私達が想像する以上のスピー 

ド感をもって進んでいることに驚かされるとともに、現職の 

皆様のご苦労を改めて知ることが出来ました。その後、別室 

において恒例の記念写真を撮り懇親会に移りました。 

懇親会は、相談役の中村康元様の「来年の総会は出来れば 

５０名以上の参加で開催を」と願いを込めての乾杯のもと祝宴が始まり・カラオケとビンゴゲーム、

景品はささやかでもガラガラポンで出玉の数字が読み上げられる度に、歓声とタメイキでおトシな

ど全く忘れてのはしゃぎ様は、今年も変わらずで、会話も弾み時間を忘れるほどでしたが、最後に

鍵谷章様の締めの乾杯をもって、予定どおり全日程を終了することが出来ました。 

 

平成２５年度 山 水 会 役 員 

 

相  談  役  中村 康元、船本 敏雄、宗方 啓 

会     長  後藤 隆 

副会長（庶務担当）加納 勝利 （会計担当） 土岐 輝夫 

幹  事  長  田村 裕明 

幹  事（庶務）   川口 繁光  松山 次男 加納 諭  佐藤 秀雄 

      （会計） 中谷 和徳  田中 耕子 

監     事  山本 邦彦  橋本 勝晴 
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パ ー ク ゴ ル フ 大 会 盛 会 で 終 了 
 

皐月の一日、健康管理維持増進を図るため、本会事業の唯一の 

 レクリェーションとして、１５年度よりパークゴルフ大会を実施 

 しています。 

 第９回目を迎えた今年は、会場を昨年同様、新篠津温泉のパーク 

ゴルフ場において５月２日（日）参加者２９名で開催しました。 

当日は、午前９時３０分の集合時間には１人も遅れることなく送 

迎バスに乗り込み、新篠津温泉の会場に向かいました。 

新篠津ふれあいパークゴルフ場のコースは一見して起伏の尐な 

い平坦で、植栽等の障害物も余り気にならないコースに見受けら 

れ、これは好スコアが期待できると各自張り切ってアウト、インに別れてスタートをし

ていきました。しかし、コースは見た目とは違いラフが深く、ボールがなかなか芝から抜
け出せず、ﾁｮロ、オーバーと四苦八苦しているようでしたがラウンド中は、皐月晴れの青
空が広がり、途中棄権する人もなく無事終了することが出来ました。この様にまずまずの
コンディションで、一年ぶりの仲間との交流に心地よい汗を流し十分満足した様子でした。 

  パークゴルフ終了後は、懇親会場のニュー新篠津クラブアイリスの温泉で一風呂浴び
汗を流した後に、懇親会場の広間に集まり、成績発表と表彰が行われました。個人戦は
同スコアー優勝が３人となり、準優勝と３位は無くなりましたが８０歳、７０歳代とベ
テラン勢が６０歳代の若手を圧倒し、上位を独占してしまいました。因みに、年代別の
平均スコアは６０歳代(１６人)は平均７９で回り、７０歳代(１０人)は平均７５で回り、
最も良かった８０歳代(４人)は平均７１でプレイをしていました。 

 その結果、個人戦の成績が反映される団体戦も優勝、準優勝は全員７０歳以上のチーム
で,かろうじて３位チームに６０歳代が２名と団体戦もまた若手の惨敗に終わり、今年も
技術力と集中力に勝るベテラン勢の活躍が目立った大会となりました。 

 表彰式の後は全員で写真撮影をし、飲んでカラオケで歌い、近況を語り合いながらパー
クゴルフの成績や昔話に花を咲かせ、時間の経つのも忘れ楽しく親睦を深めることが出
来ました。 

  年に一度では有りますが、五月の爽やかな季節に仲間が集いスポーツで汗を流し,お酒
を酌み交わしながら交流すことはとても有意義なことと思います。 

  次回のパークゴルフ大会も皆様多数のご参加をいただきますようお願いいたします。 
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祝  卒寿おめでとうございます 
 

伊 藤 豊三郎 様   ・・・・・・・・・ 

吉 川 正 明 様   ・・・・・・・・・ 

 

卒寿の受賞のお礼と会員の皆様によろしくお伝えくださいとのメッセージが届いてお
ります。 

 

伊 藤 豊三郎 様 

  「幻太陽の珍現象」 

   平成７年１月１８日土曜日晴れこの日１２時１５分過ぎ、太陽の珍現象を目に治める。余市

町の和田農園に出向く途中の出来事であった。小樽の自宅を出て間もなく、小樽市天狗山頂上の

太陽の珍現象出現にあう。太陽が三つ並んでいるように見える現象にあう。三太陽の幻の出現で

あった。よくじっと見ると太陽が三つ幻の姿の出現であった。天狗の鼻ならぬ顔三つに眼は疑っ

ていた。札幌管区気象台によると、幻日は高層にある雲が鏡の役割を果たして、幻の太陽を映し

出す現象。気圧の谷が接近し、上層雲が発生した時に起きやすいという。札幌上空では午後一時

過ぎから上層雲がかかり、太陽の両わきに明るく光る幻日がはっきりと現れたと。自然が織りな

す不思議な光景に、上空をじっと見上げる住民も、同気象台にも太陽の両脇に現れた二つの幻日

出現に眼は輝いた。 

 

吉 川 正 明 様 

総会には残念乍ら出席できません。卒寿を祝って頂いて誠に有難うございます。大正十二年十

二月十日赤平村の一隅で小作農家の長男として生を享けた。昭和十九年、陸軍山砲兵として、中

支那派遣軍として、出征、復員、結婚三児を得る。縁あって事務職員として、二十一年余り退職、

その後、福祉法人の仕事を七年間勤めた。今は老妻と自家野菜を作っている。人生は長いと思う

が、短い九十年などあっという間です。今尐し変わりつつある日本を見たいと思います。 

 

 
 

祝  傘寿おめでとうございます 
 
    篠田 良男 様   ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

    栗城 弘司 様   ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

    常本 幸治 様   ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

    辺見 綾子 様   ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

        百島  宏 様   ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

傘寿の受賞のお礼と会員の皆様によろしくお伝えくださいとのメッセージが届いてお
ります。 

 

篠 田 良 男 様 

  この度は、傘寿のお祝いをいただき会員の皆様方に対して厚くお礼申し上げます。一言で八十

才と言われますが過去があって現在が在るように、行政事務職員時代を振り返り、先輩、同輩、

後輩の方々に支えられながら、無事退職が出来、ここに八十年を迎えることが出来、健康で暮ら

せることえの感謝を総て関わりのあった方々に対する想いでいっぱいでございます、これから、

日一日を大切に生きたいと思っております。最後に皆様のご健勝をご祈念申し上げます。 
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栗 城 弘 司 様 

 傘寿のお祝いのご案内をいただきましたが残念ながら出席出来ません。当市の老人クラブの

行事があり役員をしておりますので申し訳ありません皆様に宜しくお傳え下さい。人生の苦労話

とか長寿の秘訣とか特にありません平々凡々と生きてきた感じです。この年まで生きて来て振り

返って考えてますに、良き友、良き仲間に恵まれたのが長生きの一助であったのではと思ってお

ります。 

 

辺 見 綾 子 様 

 この度は傘寿のお祝いを賜り、誠に有難うございました。厚く御礼を申し上げます。我ながら

傘寿とは、つくづく振り返りました。退職して二十年、中断していた俳句を復活し、合唱の方も

創立五十周年を記念して有名作曲家に組曲を委嘱初演発表まで実行委員として先日無事演奏会

を開催しました。気持は退職当事と変わりませんが、今は急ぐことも気にかかることも一切なく

感謝の毎日です。山水会の益々のご発展をお祈りいたします。 

 

百 島   宏 様 

  長寿の秘訣は特にないように思います。喫煙、暴飲をしない。ストレスを溜め込まない等の外

に、体調に異変を感じた時には無理をしないで病院等で受診し、健康管理に気を付ける事かと思

います。退職後は１００日を超える入院生活を送る大病を患いましたが、現在は心臓病の薬だけ

飲んでいるが、互助センターの研修旅行に参加しています。 

 

 

 

山 水 会 の さ だ め 
（目   的） 

第 １ 条 本会は、退職北海道公立学校事務職員が相集い、教育の今昔を語り、親睦を深めることを目的とする。 

（会   員） 

第 ２ 条 本会の会員は、前条の目的に賛同し、会費を納入した者をもって組織する。 

（事 務 所） 

第 ３ 条 本会の事務所は、会長の所在地におく。 

（役員・任期） 

第 ４ 条 本会役員は、次のとおりとする。 

       役員は総会において選出され、その任期は２年とする。 

・ 相談役 若干名  会 長 １名  副会長 ２名  幹 事 若干名(含む幹事長)  監 事 ２名 

     ２  会長は、幹事の中から幹事長を指名する。 

（職   務） 

第 ５ 条 役員の職務は、次のとおりとする。 

    ① 相談役は、役員会の相談に応ずる。 

    ② 会長は、会務を統括する。 

    ③ 副会長は、会長事故あるとき職務を代行する。 

    ④ 幹事長は会長の命により会務の連絡調整を行う。 

⑤ 幹事は会長の命により会務を行う。 

⑥ 監事は会の会計監査を行う。 

（総会・役員会） 

第 ６ 条 総会は年１回これを開き、役員会は必要に応じ会長が、これを召集する。 

（慶   弔） 

第 ７ 条 本会の慶弔に関することについては、役員会において決める。 
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（会費・年度） 

第 ８ 条 本会の経費は、会費及び寄付金によるものとする。 

    ２ 会費は年額 ２，０００円とする。 

    ３ 会計年度は９月１日から翌年８月３１日までとする。 

（附   則） 

１ この定めは、昭和４２年４月よりこれを実施する。  ４ この定めは、昭和５７年１０月より改正する。 

２ この定めは、昭和４８年９月より改正する。      ５ この定めは、平成９年９月より改正する 

３ この定めは、昭和５２年９月より改正する。      ６ この定めは、平成２３年９月より改正する 

 

 

               お  知  ら  せ 
            

会員皆様の健康増進と地域会員相互の親睦・親交を深めるため、本会では助成金を出しております。地域仲間の

活性化を図ってください。 

次のような条件が整えば、助成金をお届けします。 

                           記 

１ パークゴルフ etc 

２ 参加人数  ○○人（会員１０人以上を含む、参加者名簿添付） 

３ 開 催 日  平成   年   月   日 

４ 地区区分  道南（函館市・近隣）  道北（旭川市・近隣）  道東（帯広市・近隣） 

５ 助 成 金  ５，０００ 円（ 年１回 ） 

６ 送金方法  銀行振込（ 銀行名、口座名義人、口座番号 ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

編集後記 

 「山水会会報第２８号」をお届けします 

 これからは日毎に寒さに向かう折、インフルエンザの流行にも気になるところですが、会員皆様には風邪

など召さぬよう日々健康に留意され、楽しく充実した毎日を過ごされますよう祈念しております。 

 なお、本会についてのご意見、ご要望がありましたら、下記役員までご連絡ください。 

(連絡先) 

 庶務関係 ・幹 事 川口 繁光   

                    

会計関係 ・幹 事 中谷 和徳  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


